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 １  次の １ ～ ５ にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ１つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

(1) 𝐴 = 5𝑥 − 3𝑦，𝐵 = −5𝑥 + 3𝑦 のとき，𝐴2 − 𝐴𝐵 − 2𝐵2 を計算すると， １ となる。 

 

(2)  (𝑥 + 2)(𝑥 − 3)(3𝑥 + 2)を展開したときの 𝑥2の係数は ２ である。 

 

(3)  2𝑥2 + 5𝑥𝑦 + 2𝑦2 + 5𝑥 + 7𝑦 + 3を因数分解すると，(𝑥 + ３  )(2𝑥 + ４  )となる。 

 

(4)  𝐴 = 2𝑥2 − 4√3𝑥 + 5とする。𝑥 = 2 + √3のとき，𝐴 = ５ である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答群】 

  １    ア 25𝑥2 − 9𝑦2 イ 15𝑦2 ウ 0 

   エ 100𝑥2 オ 25𝑥2 + 9𝑦2  

 

  ２   ア −2 イ −1 ウ 0 エ 1 オ 2 

 

  ３   ア  𝑦 イ 𝑦 + 1 ウ 𝑦 + 2 エ 2𝑦 + 1 オ 2𝑦 + 2 

 

  ４   ア 𝑦 + 1 イ 𝑦 + 2 ウ 𝑦 + 3 エ 𝑦 + 4 オ 𝑦 + 5 

 

  ５   ア 3 イ 4 ウ 5 エ 6 オ 7 
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 ２  次の １ ～ ５ にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ１つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

(1)  不等式 2𝑥 − 6 < 3𝑥 + 4 < 4𝑥 + 8 を解くと， １ となる。 

(2)  
√5+3

√5−1
 の整数部分を𝑎とすると，𝑎 = ２ である。ただし，𝑥＝

√5+3

√5−1
 とした場合，𝑥 の整数部

分とは，𝑥 を超えない最大の整数のことである。 

 

(3)  方程式 |3𝑥 + 5| = |𝑥 − 4| の解は，𝑥 = ３ である。 

 

(4)  𝑥 > 𝑦 で 𝑥 + 𝑦 = 4，𝑥𝑦 = 2 のとき，𝑥2 + 𝑦2 = ４ で，𝑥 − 𝑦 = ５ である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答群】 

  １    ア −4 < 𝑥 イ −4 > 𝑥 ウ −10 < 𝑥 

   エ −10 > 𝑥 オ −10 < 𝑥 < −4  

 

  ２   ア 2 イ 3 ウ 4 エ 5 オ 6 

 

  ３   ア −
1

4
, −

9

2
 イ 

1

4
, −

9

2
 ウ −

1

4
,

9

2
 エ −

1

4
 オ −

9

2
 

 

  ４   ア 8 イ 9 ウ 10 エ 11 オ 12 

 

  ５   ア −√2 イ 0 ウ √2 エ 2√2 オ 3√2 
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 ３  次の １ ～ ５ にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ１つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 2𝑥 − 8とする。 

 

(1)  放物線 𝑦 = 𝑓(𝑥)の頂点の座標は １ である。 

 

(2)  放物線 𝑦 = 𝑓(𝑥)を 𝑥 軸方向に3，𝑦 軸方向に4だけ平行移動して得られる放物線の方程式は 

 ２ である。 

 

(3)  関数 𝑦 = 𝑓(𝑥)  (−2 ≦ 𝑥 ≦ 2) の最大値を𝑀，最小値を𝑚としたとき，𝑀 − 𝑚の値は ３ で

ある。 

 

(4)  2 次関数 𝑦 = 𝑥2 + 2𝑎𝑥 + 𝑏 のグラフが 𝑥 軸と 2 つの共有点をもち，共有点の間の距離が 4

以上であるための必要十分条件は， ４ である。 

 

(5)  2次関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐のグラフが (1, −3)，(−1,5)，(2,5) の 3 点を通るとき，𝑐 の値は 

 ５ である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答群】 

  １   ア (−1, −9) イ (1, −9) ウ (1,9) エ (−1,9) オ (0,8) 

 

  ２    ア 𝑦 = 𝑥2 − 4𝑥 + 7  イ 𝑦 = 𝑥2 − 5𝑥 + 8 ウ 𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 9 

   エ 𝑦 = 𝑥2 − 7𝑥 + 10 オ 𝑦 = 𝑥2 − 8𝑥 + 11  

 

  ３   ア 7 イ 8 ウ 9 エ 10 オ 11 

 

  ４    ア √𝑎2 − 𝑏  ≧ 0 イ 𝑎2 − 𝑏 ≧ 4 ウ 𝑎2  ≧ 𝑏 

   エ 𝑎2  ≧ −𝑏 オ 𝑎 ≧ 𝑏  

 

  ５   ア −3 イ −2 ウ −1 エ 0 オ 1 
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４ 次の １ ～ ５ にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ１つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

𝑓(𝑥) = 𝑎2𝑥2 + 2𝑎𝑥 + 𝑎 + 1とする。ただし，𝑎 は 0でない実数とする。 

(1) 放物線 𝑦 = 𝑓(𝑥) の軸の方程式を 𝑎 を用いて表すと， １ となる。 

(2) 𝑦 = 𝑓(𝑥) のグラフが 𝑦 ≧ 0 の範囲で 𝑦 軸と共有点をもつような 𝑎 の値の範囲は ２ とな

る。

(3) 𝑎 ≠ 0 を満たす 𝑎 の値を変化させたときの 𝑓(2) の値は 𝑎 = ３ のとき最も小さくなり， 

その値は ４ となる。

(4) 𝑦 = 𝑓(𝑥)  (0 ≦ 𝑥 ≦ 2) の最大値が 2 となるときの 𝑎 の値は ５ となる。 

【解答群】 

１ ア 𝑥 = 1 イ 𝑥 = −
1

𝑎
ウ 𝑥 = −

1

𝑎2 エ 𝑥 =
1

𝑎
オ 𝑥 =

1

𝑎2

２  ア 𝑎 < −1 イ 𝑎 ≧ −1 ウ 𝑎 < 1

エ 𝑎 ≧ 1 オ −1 < 𝑎 < −1

３  ア −
7

8
イ −

3

4
ウ −

5

8
エ −

1

2
オ −

3

8

４ ア −
13

16
イ 

3

4
ウ −

9

16
エ 

5

8
オ −

11

16

５  ア 
−5±√41

8
イ −1,1 ウ 1,

−5+√41

8

エ −2,1 オ 1,
−5−√41

8

（※選択肢オは、数式に誤植があることが判明したため、解答群から除外）
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 ５  次の １ ～ ５ にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ１つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

(1)  cos 150° − tan 45° sin 120° の値を求めると， １ である。 

 

(2)  90° < 𝜃 < 180° で tan 𝜃 = −
√3

3
 のとき，sin 𝜃 = ２ ，𝜃 = ３ である。 

 

(3)  𝑓(𝜃) = cos2 𝜃 +2cos 𝜃とする。0° ≦ 𝜃 ≦ 90° のとき，𝑓(𝜃)の最小値は ４ で，そのときの 

𝜃の値は ５ である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答群】 

  １   ア −√3 イ −1 ウ 0 エ 1 オ √3 

 

  ２   ア 
1

2
 イ −

1

2
 ウ 

√3

2
 エ −

√3

2
 オ 0 

 

  ３   ア 105° イ 120° ウ 135° エ 150° オ 165° 

 

  ４   ア −2 イ −1 ウ 0 エ 1 オ 2 

 

  ５   ア 0° イ 30° ウ 45° エ 60° オ 90° 
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 ６  次の １ ～ ５ にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ１つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

頂点をＰとし，底面が正六角形ＡＢＣＤＥＦである正六角錐を考える。 

ここで，底面の一辺の長さは 1 で，高さは 1であるとする。 

また，線分ＡＤの中点をＯとする。 

 

(1)  sin∠ＰＡＢ＝ １ である。 

 

(2)  正六角錐ＰＡＢＣＤＥＦの体積は ２ である。 

 

(3)  cos∠ＰＡＣ＝ ３ である。 

 

(4)  三角錐ＰＡＯＣと三角錐ＰＡＢＯの体積比は ４ である。 

 

(5)  Ｏから三角形ＡＢＰに下ろした垂線の長さの 𝑙ＡＢＰ は，Ｏから三角形ＡＣＰに下ろした垂線の

長さ 𝑙ＡＣＰ の ５ 倍である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答群】 

  １   ア 
√3

2
 イ 

√7

4
 ウ 

√3

6
 エ 

√14

4
 オ 

√21

6
 

 

  ２   ア 
√3

2
 イ 1 ウ √3 エ 

3√3

2
 オ 2 

 

  ３   ア 
√3

2
 イ 

√3

3
 ウ 

√3

4
 エ 

√6

3
 オ 

√6

4
 

 

  ４   ア 2：1 イ 1：1 ウ 1：2 エ √2：1 オ 1：√2 

 

  ５   ア √5 イ 
√7

2
 ウ 

√15

3
 エ 

√35

5
 オ 

√105

7
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 ７  次の １ ～ ５ にあてはまるものを，下記の【解答群】ア～オの中からそれぞれ１つ

選び，解答欄に記入しなさい。 

 

(1)  全体集合 𝑈 = {𝑛 | 1 ≦ 𝑛 ≦ 10，𝑛 は整数} のとき，集合 𝐴 = {1,2,4,6,8,10}， 

     集合 𝐵 = {2,3,4,7,8,9}とすると，集合 �̅� ∩ 𝐵 の要素の数は １ である。 

 

(2) 命題「1 ≦ 𝑥 ならば 1 ≦ 𝑥2」の逆の対偶は ２ である。 

 

(3)  下の表は，ＡからＤの生徒４人を対象とした数学と英語の評点である。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

数 学 1 3 3 5 

英 語 3 3 5 1 

 

   このとき，数学の評点の標準偏差は ３ である。 

   また，数学と英語の評点の共分散は ４ で，相関係数は ５ である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答群】 

  １   ア 2 イ 3 ウ 4 エ 5 オ 6 

 

  ２    ア 1 ≦ 𝑥ならば1 ≦ 𝑥2 イ 1 > 𝑥ならば1 ≦ 𝑥2 ウ 1 > 𝑥ならば1 > 𝑥2 

   エ 1 ≧ 𝑥2ならば1 ≧ 𝑥 オ 1 ≦ 𝑥2ならば1 ≦ 𝑥  

 

  ３   ア 1 イ √2 ウ √3 エ 2 オ √5 

 

  ４   ア −2 イ −1 ウ 0 エ 1 オ 2 

 

  ５   ア −1 イ −0.5 ウ 0 エ 0.5 オ 1 

 




